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移動図書館車ゆきつばき号巡回日程表（平成 19 年 12 月～ 20 年 1 月）

１コース 水曜日 ２コース 金曜日 ３コース 水曜日 ４コース 金曜日
北原公会堂 今井生活改善センター 温井多目的センター ＪＡ太田支所前

9：50 ～ 10：10 10：00 ～ 10：20 10：00 ～ 10：20 10：00 ～ 10：20

柏尾公民館 千曲荘前 蕨野ふるさと館前 柳沢公会堂
10：15 ～ 10：35 10：25 ～ 10：50 10：30 ～ 10：50 10：25 ～ 10：45

戸隠公民館 戸狩セブンイレブン前 戸狩温泉スキー場瀬木駐車場 小泉集落センター
10：45 ～ 11：05 10：55 ～ 11：15 10：55 ～ 11：15 10：55 ～ 11：15

下水沢公会堂 大塚生活改善センター 顔戸公会堂 外様文化センター
11：10 ～ 11：30 11：20 ～ 11：40 11：25 ～ 11：45 11：25 ～ 11：45

小沼倉科商店前 西大滝旧鈴木病院 ふっくら工房ふるさと前 ＪＡ富倉支所付近
11：35 ～ 11：55 2：20 ～ 2：40 1：50 ～ 2：10 2：00 ～ 2：20

関沢農業生活改善センター 藤沢多目的集会所 坂井多目的集会所 市ノ口公会堂付近
2：25 ～ 2：45 2：45 ～ 3：05 2：15 ～ 2：35 2：40 ～ 3：00

神戸公民館 馬場集会所 上組公民館 小佐原公会堂
2：55 ～ 3：15 3：10 ～ 3：30 2：50 ～ 3：10 3：05 ～ 3：25

福島公民館 岡山活性化センター 深沢公会堂 山口公会堂
3：20 ～ 3：40 3：35 ～ 3：55 3：20 ～ 3：35 3：30 ～ 3：50

戸那子構造改善センター 和水多目的センター 茂右エ門新田火の見付近 笹川公民館
3：50 ～ 4：10 4：00 ～ 4：20 3：40 ～ 3：55 3：55 ～ 4：15

常盤小学校付近 秋津中央公会堂 南条生活改善センター
4：20 ～ 4：40 4：05 ～ 4：25 4：20 ～ 4：40

中町神社道路付近
4：30 ～ 4：50

12 月 5 日、19 日 12 月 14 日、28 日 12 月 12 日、26 日 12 月 7 日、21 日
1 月 9 日、23 日 1 月 18 日 1 月 16 日、30 日 1 月 11 日、25 日

      　
サ
ー
ビ
ス
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
と
時
間　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

            　
　
　
　
巡
回
日

　　市　立　飯　山　図　書　館

新
着
図
書
案
内

家族のゆくえ
さよなら僕の夏
風林火山４　山の巻
十二の嘘と十二の真実
女王国の城
妖しい詩韻
夕映え
さよなら、そしてこんにちは
三面記事小説
月明かり
悪果
はぐれ鷹
望みは何と訊かれたら
警官の血　上・下
リベルタスの寓話
その日
二荒
つくもがみ貸します
まぼろしハワイ

吉 本　隆 明
ブラッドベリ
井 上　　靖
あさのあつこ
有 栖 川 有栖 
内 田　康 夫
宇 江 佐 真理
荻  原　　浩
角 田　光 代
北 原  亞衣子
黒 川　博 行
熊 谷　達 也
小 池  真理子
佐 々 木　譲
島 田　荘 司
杉 本　章 子
立 松　和 平
畠 中　　 恵
よしもとばなな

地域の文化資本
早起き早寝朝ごはん
実況解説！インド式算術
笑えば治る立川らく朝の健康ひとり語り
１００歳の美しい脳
自分でなおそう！クルマのキズ
ゴムはなぜ伸びる？
手ぬぐいで作るカワイイ小物
ぶきっちょさんの編みこみ
あったか土鍋ごはん＋おかず
夜行バスで旅に出る！
ことしは筆で年賀状
アカデミー賞のすべて
緊急地震速報
小中学・高校留学事典
幸せさがし
４０歳女性の医学
ノルディックウォーキング

「震度６」が原発を襲った

東北産業活性化センター
香 川    靖 雄
桜 井        進
立 川 ら く 朝
ス ノ ウ ド ン
ﾊﾟﾜﾌﾙﾊﾟﾌﾞﾘｯｼﾝｸﾞ
伊 藤　真 義
沢 入　美 佳
荒 井 佐 紀 子
牛 尾　理 恵
講    談    社
福 光　幽 石
共 同 通 信 社
目 黒　公 郎
ア    ル    ク
鎌 田　　實
新 野　博 子
伊 藤　義 昭
朝日新聞取材班

よみもの 生活・娯楽

　

人 権
学習シリーズ

　

明
日
か
ら
夏
休
み
と
い
う
７

月
26
日
。
終
業
式
で
私
は
、
長

い
夏
休
み
だ
か
ら
こ
そ
で
き
る
過

ご
し
方
を
し
て
ほ
し
い
と
話
し

た
後
、「
８
月
６
日
・
９
日
・
15

日
と
い
う
と
ど
ん
な
日
で
し
ょ

う
？
」
と
問
い
か
け
た
。
も
ち
ろ

ん
低
学
年
に
は
難
し
す
ぎ
る
質

問
で
あ
る
こ
と
は
わ
か
っ
て
い
る

が
、
日
本
に
と
っ
て
特
別
な
意
味

を
持
つ
こ
の
日
、
メ
デ
ィ
ア
で
も

各
種
の
報
道
が
さ
れ
て
い
る
こ
の

日
に
つ
い
て
学
年
に
応
じ
て
関
心

を
持
っ
て
ほ
し
か
っ
た
の
だ
。

　

私
は
、
人
間
同
士
が
そ
の
命

を
奪
い
合
う
戦
争
こ
そ
最
悪
の

人
権
侵
害
だ
と
思
っ
て
い
る
。今
、

テ
ロ
特
措
法
の
期
限
切
れ
に
伴
い

日
本
の
国
際
貢
献
の
あ
り
方
が

論
議
さ
れ
て
い
る
。
国
際
社
会
の

中
で
、
国
と
国
と
の
利
害
関
係

や
力
関
係
等
の
様
々
な
要
因
が

入
り
組
み
、
理
想
は
端
に
寄
せ
ら

れ
が
ち
で
あ
る
。
世
界
で
唯
一
の

被
爆
国
で
あ
る
日
本
こ
そ
国
際

平
和
を
実
現
す
る
リ
ー
ダ
ー
と

し
て
の
役
割
を
発
揮
し
て
ほ
し
い

と
願
う
。

　
「
広
島・長
崎
」
を
「
ヒ
ロ
シ
マ・

ナ
ガ
サ
キ
」
と
表
記
し
た
と
き
の

意
味
の
違
い
を
理
解
で
き
る
若
者

を
育
て
た
い
。

　

中
央
教
育
審
議
会
の
教
育
課

程
部
会
が
学
習
指
導
要
領
の
改

訂
に
向
け
て
審
議
の
ま
と
め
を
明

ら
か
に
し
た
。
そ
れ
に
よ
る
と
中

学
校
の
社
会
科
で
は
歴
史
分
野

で
「
近
現
代
史
を
一
層
重
視
」
す

る
、
と
い
う
。
当
然
の
こ
と
と
思

う
。

　

た
だ
そ
の
中
身
と
指
導
内
容

が
問
題
に
な
っ
て
く
る
。
自
分
の

国
の
歴
史
、
特
に
現
代
史
に
つ
い

て
理
解
し
意
見
を
持
つ
、
と
い
う

こ
と
に
お
い
て
中
国
や
韓
国
の
若

者
と
比
べ
て
日
本
の
若
者
は
あ
ま

り
に
も
無
関
心
な
者
が
多
い
と
い

わ
れ
る
。

　

学
校
の
教
師
の
ほ
と
ん
ど
が

戦
後
生
ま
れ
と
な
っ
た
今
日
、
教

師
自
身
が
更
に
勉
強
し
、
外
部

の
方
の
力
も
お
借
り
し
て
、
事
実

を
正
し
く
理
解
し
、
正
し
く
子
ど

も
た
ち
に
伝
え
、
真
の
平
和
を

願
う
人
間
を
育
成
し
た
い
。
こ
の

こ
と
が
学
校
に
と
っ
て
た
い
へ
ん

重
要
な
使
命
で
あ
る
と
私
は
考

え
て
い
る
。

 

真
の
平
和
を
願
う
人
間
に

岡
山
小
学
校　

校
長　

石 

澤 

一 

芳

飯
山
雪
国
大
学　

歴
史
セ
ミ
ナ
ー
野
外
学
習
会

「
川
中
島
合
戦
ゆ
か
り
の
地
を
訪
ね
て
」

飯
山
雪
国
大
学　

文
学
セ
ミ
ナ
ー

「
信
州
の
近
代
文
学
を
探
る
」

　

本
年
度
の
文
学
セ
ミ
ナ
ー
は
、

例
年
ど
お
り
一
つ
の
作
品
や
作
者

を
学
ぶ
の
で
は
な
く
、
メ
イ
ン

テ
ー
マ
を
『
信
州
の
近
代
文
学
を

探
る
』
と
題
し
、
ふ
る
さ
と
信
州

に
縁
の
あ
る
作
家
等
４
人
を
選
び

開
催
し
ま
し
た
。

　

４
回
の
セ
ミ
ナ
ー
で
は
、「
伊

藤
千
代
子
の
青
春
」「
臼
井
吉
見

の
安
曇
野
」「
丸
岡
秀
子
・
ひ
と

す
じ
の
道
」「
若
き
日
の
島
崎
藤

村
」
を
各
回
の
テ
ー
マ
と
し
、
作

品
は
も
と
よ
り
、
作
品
を
執
筆
す

る
に
至
っ
た
経
過
や
時
代
背
景
、

人
生
観
に
つ
い
て
ま
で
も
学
ぶ
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。

　

毎
回
の
講
義
が
終
了
す
る
と
、

受
講
者
が
講
師
の
文
芸
評
論
家 

東

栄
蔵
先
生
の
も
と
に
集
ま
り
、
作

品
に
つ
い
て
の
疑
問
や
、
考
え
方

を
直
接
伺
う
姿
も
見
ら
れ
、
な
か

に
は
、
講
義
終
了
後
も
公
民
館
の

中
で
講
義
の
余
韻
に
浸
る
姿
も
見

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
当
初
４
回
を
予
定
し
て
い
た
セ

ミ
ナ
ー
は
１
回
を
加
え
、
最
終
回

と
な
っ
た
５
回
目
の
セ
ミ
ナ
ー
で

は
、
丸
岡
秀
子
の
生
涯
を
た
ど
っ

た
映
画
の
鑑
賞
を
す
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。

　
飯
山
雪
国
大
学
で
は
、
こ
れ
か

ら
も
市
民
の
皆
さ
ん
が
関
心
の
あ

る
題
材
を
選
び
、
セ
ミ
ナ
ー
や
講

座
を
開
設
し
て
い
き
た
い
と
思
い

ま
す
。

妻女山展望台にて説明を受ける受講者 　

11
月
４
日
（
日
）、
平
成
19
年

度
飯
山
雪
国
大
学
歴
史
セ
ミ
ナ
ー

の
最
終
回
と
な
る
５
回
目
は
「
川

中
島
合
戦
ゆ
か
り
の
地
を
訪
ね

て
」
と
題
し
、
野
外
学
習
会
を
開

催
し
ま
し
た
。

　
講
師
・
案
内
を
長
野
県
立
歴
史

館
総
合
情
報
課
長
宮
下
健
司
先
生

に
お
願
い
し
、
54
名
の
参
加
者
は

２
台
の
バ
ス
に
分
乗
し
て
、
川
中

島
合
戦
ゆ
か
り
の
地
を
訪
ね
ま
し

た
。

　
当
日
は
好
天
に
も
恵
ま
れ
、
八

幡
原
合
戦
場
跡
～
典
厩
寺
～
山
本

勘
助
の
墓
～
海
津
城
（
松
代
城
）

～
真
田
宝
物
館
～
妻
女
山
～
雨
宮

の
渡
し
～
長
野
県
立
歴
史
館
の
や

や
強
行
と
も
思
わ
れ
る
行
程
を
楽

し
ん
で
研
修
す
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。
各
所
で
は
、
宮
下
先
生
よ

り
詳
し
い
解
説
を
い
た
だ
き
、
史

実
の
説
明
や
実
際
に
現
地
に
来
て

見
る
と
抱
く
疑
問
点
な
ど
、
書
物

だ
け
で
は
理
解
し
に
く
い
点
ま
で

学
ぶ
事
が
で
き
ま
し
た
。

　
最
終
訪
問
地
長
野
県
立
歴
史
館

で
は
、
秋
季
企
画
展
「
武
田
・
上

杉
信
濃
武
士
」
が
開
催
さ
れ
て
お

り
、
泉
衆
尾
崎
氏
や
、
志
久
見
の

市
河
氏
な
ど
郷
土
の
武
将
や
そ
の

相
関
、
い
わ
れ
の
品
々
が
多
数
展

示
さ
れ
て
お
り
、
専
門
主
事
村
石

正
行
先
生
よ
り
詳
し
い
解
説
を
い

た
だ
き
ま
し
た
。

　

み
な
さ
ん
お
疲
れ
さ
ま
で
し

た
。


